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― 一番の思い出になりました！（６年生） － 
 ５月２９日（木）から３０日（金）に、６年生が修学旅行に行ってきました。 

 １日目は、まず「清水寺」に行きました。清水寺と言えば、やはり「清水の舞台」と「音羽の滝」でし

ょうか。 

でもその前に、ご本尊を拝みに行きました。大きな御り

んを大きな叩く棒で鳴らしました。並んでいる人があまり

いなかったので、全員が体験できました。みんな真剣に拝

んでいました。子どもたちは、どんな願いをしたのでしょ

うか、みんなの願いが届くと良いです。 

 

そして、いよいよ舞台に向かいました。子どもたちの中には、「清水の舞台」の

高さにちょっと怖いと感じている子もいました。「清水の舞台から飛び降りるよう

な気持ち」という意味が分かったのではないでしょうか。本当に思いきったんだな

ということです。 

 

最後に「音羽の滝」の水を汲みに行きまし

た。ここも少し並んだだけで、汲むことができました。きっと良い

ことが、あるはずです。どんなことをお願いしながら汲んだのでし

ょう。叶うことを願うばかりです。 

外国からの旅行者がたくさんいましたが、いつもより少ないとの

ことでした。おかげで、ゆっくりと清水の舞台からの眺めを楽しん

だり、お土産やお守りも買うことができました。 

 

次に、２カ所目の「東大寺」に行きました。ここも、観光に来ている人が少

なく、ゆっくりと大仏様を拝むことができました。もちろん「鼻の穴」も、全

員が通り抜けることができました。みんなに、きっとラッキーが訪れることと

思います。 

 

 

そして、若草山での鹿とのふれあいタイムが来ました。子どもたちが、「鹿せんべい」をやることを楽

しみしていました。いつもなら、この若草山にも、たくさんの人がいてごったがえしているのですが、全

然人がいませんでした。鹿も少なく、ちらほらでした。子どもたちは、お店で、鹿せんべいを購入し、い
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ざ若草山へと乗り出しました。添乗員の方が、鹿があまりいないので、「こ

う こう こう。」と読んでくれました。すると、たくさんの鹿が走ってこ

ちらに向かってきました。あまりの鹿の数で、子どもたちはパニックにな

り、せっかく買った鹿せんべいの束をそのまま鹿に差し出してしまいまし

た。あっという間の、鹿せんべいタイムでした。鹿は、それでも物足りない

様子で、子どもたちを反対に追い回すようになりました。子どもたちは、お

手上げをするしかない状態でした。子どもたちの感想としては、怖さしか残

っていない様子でした。腹が減っている生き物の怖さを思い知らされた１日

でした。 

そして、本日３カ所目「海遊館」でした。班ごとにゆったりと海の生き物を見て回ることができまし

た。やはり大きな水槽のジンベイザメは圧巻です。奈良でのこともありここでは、生き物に心癒やされる

良い時間を過ごすことができました。 

 

そして、夜は、ホテルでゆっくりと夕食を食べ、部屋で友達と楽しい時間を過ごすことができました。 

 

２日目は、一番楽しみにしていた「USJ」です。天候が一番心配さ

れましたが、雨に当たることもなく、思いっきり「USJ」を楽しむこ

とができました。ここもまた人が少なく、ほとんど待ち時間なく乗り

物に乗ることができました。（こんなに人がいないUSJは私も初め

てでした。・・・万博のおかげかも） 

班ごとに、計画していたものは全部乗ることができ、それ以上に乗

れたので子どもたちにとっては大満足な１日になった様です。 

 

 

私が、この修学旅行で子どもたちに最初にこんなことを話しました。 

この修学旅行を「あいだ！で一番の思い出になるようにしよう！」と伝えました。（「あいだ！」は今

年度、子どもたちに伝えている言葉です。）子どもたちは、しっかりあいさつをして、どんなことにも一

生懸命で、自分のことだけでなくみんなのためにと考えて行動することができました。おかげで、最高の

思い出になったと思います。そして、「あいだ！」の素晴らしい力をつけることができました。是非この

力をこれからの学校生活にいかしていってほしいと思います。 


